
今年（2022年）は、日本とマレーシアの友好関係の基盤となる「東方政策」が40周年を迎

えます。それを記念して、新居浜市で様々なマレーシア関連イベントを予定しております。

皆様のご参加をお待ちしております！

（「マレーシア」と「東方政策」については裏面をご覧ください）

新居浜市×スバンジャヤ市オンライン交流会

featuring「四季邦楽合奏を楽しむ会」

マレーシアウィーク

～マレーシアの文化展・「新居浜とマレーシアの歩み」等の展示～

映画『タレンタイム〜優しい歌』の上映

マレーシアブース出店

～新居浜市観光物産協会主催の物産展にマレーシア料理や食品等を販売～

東方政策４０周年記念講演会シンポジウム

6/22（水）

15:00 ～

あかがねミュージアム

9/27（火）

～10/2（日）

あかがねミュージアム

10/1（土）

・2（日）

あかがねミュージアム

（予定）

2022.11

イオンモール新居浜

（予定）

2022.12

別子記念図書館

（予定）

2023.1

あかがねミュージアム

新居浜市×スバンジャヤ市オンライン交流会 Vol.2

※新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、イベントの開催を中止させていただく場合があります。



1982年に、マハティール元首相の政権の下で採用されたマレーシアの
政策です。

日本人の労働倫理、学習・勤労意欲、道徳、経営能力などが日本の発
展の原動力であるとの考えの下、これらを日本から学ぶことによってマ
レーシアの社会経済の発展を目指すのが目的とされています。

40年前に始まって以来、26,000人を超えるマレーシア人がこの政策
の下で、日本の大学や高等専門学校、民間企業、地方自治体、国際協
力機構（JICA）などに派遣されました。

新居浜高専も、その受け入れ先の一つです！

日本から飛行機で約7時間離れたマレーシアは、東南アジアの中心
に位置し、マレー半島（西マレーシア）とボルネオ島北部（東マレー
シア）から成り立っています。

総人口は約3,270万人で、マレー系や中華系、インド系、他の先住
民族など、様々な民族が共に暮らしているのが特徴です。

首都クアラルンプールでは高層ビルが建ち並ぶ一方、国土の約６割
が熱帯雨林に覆われ、青い海に真っ白な砂浜を誇る島々、荘厳な
山々など、美しい自然が魅力的で、2006年から14年連続日本人
が「住みたい国No.1」※として選ばれています！

※「ロングステイ財団調べ『ロングステイ希望国・地域2019』」

人
口

約3,270万人
（日本の約1/4）

面
積

約33万㎢
（日本の約0.9倍）

民
族

マレー系（他の先住民族を
含む）70％、中華系23％、
インド系7％、その他

言
語

マレーシア語（国語）、英語、
中国語、タミール語、その他

宗
教

イスラム教（国教）61％、
仏教20％、キリスト教9％、
ヒンズー教６％、儒教・道教

1％、その他

東方政策（Look East Policy）とは？

マハティール・ビン・
モハマド
在任期間

第4代：81～03年
第7代：18～20年
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